
定 例 会 で 決 ま っ た こ と
町 政 を 問 う（ 一 般 質 問 ）
２つの委員会で議案等審査

２

６

10

平
成
30
年
が
ス
タ
ー
ト

〜
着
々
と
工
事
が
進
む
広
野
地
区
の

　
圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
〜

12月定例会　〈 H29.12.8 ～ 12.19 〉.49
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定例会で決まったこと

↑長島中央線の支障木伐採（スマイルプラン事業）状況を視察する建設経済文教常任委員会

1億7278万7千円追加
総額108億1374万5千円

平
成
29
年
第
４
回
長
島
町
議

会
定
例
会
は
、
12
月
８
日
か
ら

19
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
た
。

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
（
１
億
７
２
７
８
万
７

千
円
追
加
、
総
額
１
０
８
億
１

３
７
４
万
５
千
円
）
や
９
件
の

特
別
会
計
補
正
予
算
、
長
島
町

温
泉
セ
ン
タ
ー
第
２
泉
源
機
械

設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
や

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
工

事 

長
島
港
（
伊
唐
地
区
）
工
事

請
負
契
約
の
締
結
な
ど
議
案
22

件
、
承
認
１
件
を
可
決
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
長
島
町
決

算
を
認
定
、
陳
情
１
件
を
採
択

し
た
。
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平成29年度の一般会計予算に

県営事業負担金
（畑地帯総合整備事業　浜漉仁田原地区）

3,385 千円

だんだん市場
新設駐車場トイレ新築工事

16,769 千円

離島航路に対する運営補助金
（獅子島汽船）

4,592 千円

多目的広場（山中地区）整備に係る経費
（赤の点線で囲まれた部分が整備予定地）

52,215 千円

主な事業

平成29年度の一般会計補正予算のほか、国民健康保険、国民健康保険診療施設、介護保険、
簡易水道、農業集落排水、漁業集落環境整備、特定地域生活排水処理、太陽光発電、レジャー
ランド太陽の里の９特別会計補正予算を原案可決した。

今回、計上された予算の主な事業は次のとおり。

給与改定等による職員給与費等･････････････････････････････ 23,593千円
川内水源細菌対策費･･･････････････････････････････････････ 15,876千円
県営事業負担金（農用水資源開発調査　川床地区）･･････････････8,500千円
県営事業負担金（水利施設整備事業　鷹巣地区）･･････････････ 17,500千円
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定例会で決まったこと

専
決
処
分
の
承
認

平
成
29
年
度
一
般
会
計
に
お
い
て
、
平
成
29
年

10
月
22
日
執
行
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
汐
見

漁
港
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

に
係
る
経
費
の
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認
し
た
。

長
島
港
（
伊
唐
地
区
）
の
港
整
備

長
島
港
（
伊
唐
地
区
）
の
防
波
堤
の
計
画
延
長

１
５
０
ｍ
の
う
ち
基
礎
工
延
長
１
０
１
ｍ
に
つ
い

て
、
捨す
て

石い
し

１
３
，
９
０
３
㎥
を
、
水
深
マ
イ
ナ
ス

16
・
45
ｍ
か
ら
マ
イ
ナ
ス
11
・
４
ｍ
ま
で
の
約
５

ｍ
分
投
入
す
る
た
め
、
８
６
４
０
万
円
で
株
式
会

社
長
崎
組
と
契
約
締
結
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

長
島
港（
口
之
福
浦
地
区
）の
港
整
備

長
島
港
（
口
之
福
浦
地
区
）
１
工
区
（
浮
桟
橋

の
据
え
付
け
）
を
５
８
８
６
万
円
で
株
式
会
社
長

崎
組
と
、
２
工
区
（
浮
桟
橋
の
製
作
）
を
１
億
２

６
５
７
万
６
千
円
で
テ
ィ
エ
ス
株
式
会
社
と
契
約

締
結
し
て
い
た
が
、
工
種
内
容
に
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
５
８
２
８
万
４
千
円
（
57
万
６

千
円
減
額
）
及
び
１
億
２
２
１
７
万
９
千
円
（
４

３
９
万
７
千
円
減
額
）
に
変
更
契
約
し
締
結
す
る

こ
と
を
議
決
し
た
。

承認

契約

契約

↑海底の土砂をすくいとる浚
しゅん

渫
せつ

船
せん

（汐見漁港）

↑契約変更となった長島港（口之福浦地区）

↑捨
すて

石
いし

が投入される長島港（伊唐地区）
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温
泉
セ
ン
タ
ー
第
２
泉
源
機
械
設
備

工
事平成

28
年
度
に
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
下
の
多
目

的
広
場
に
お
い
て
、
大
型
宿
泊
施
設
建
設
に
向
け

た
新
た
な
温
泉
源
の
掘
削
工
事
を
行
っ
た
。
そ
の

温
泉
源
か
ら
配
管
工
事
等
を
行
う
た
め
、
７
１
８

２
万
円
で
有
限
会
社
出
水
合
同
電
設
と
契
約
締
結

す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

契約

契約

条例陳情

長
島
町
総
合
運
動
公
園
（
多
目
的
運

動
広
場
）
整
備
工
事

長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
下
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
等
が
で
き
る
多
目
的
運
動
広
場
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
、
敷
地
造
成
、
園
路
広
場
、
排
水
整

備
工
事
を
行
う
た
め
、
１
億
１
０
５
９
万
２
千
円

で
長
崎
・
田
渕
・
宮
脇
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
と
契
約
締
結
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

給
与
条
例
等
を
改
正

人
事
院
や
鹿
児
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基

づ
き
、「
長
島
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」、

「
長
島
町
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
」
及

び
「
長
島
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
島
町
職
員
や
特
別
職
、
議
会

議
員
の
給
与
等
が
改
定
さ
れ
た
。

商
工
会
に
対
す
る
町
補
助
金
要
望

鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会
会
長
森
義
久
氏
及
び

長
島
町
商
工
会
会
長
古
田
義
富
氏
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
商
工
会
に
対
す
る
平
成
30
年
度
補
助
金
等
に

関
す
る
要
望
書
」
は
、
特
産
品
の
開
発
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
、
町
の
活
性
化
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
と
認

め
採
択
し
た
。

↑長島町文化ホール下の第２泉源地

↑総合運動公園の整備予定地

長島町議会は傍聴することができま
す。
町民の皆さんが選んだ議員が、まち
のルールを決めるためにどのような
話し合いをしているのか、傍聴で知
ることができます。お気軽にお越し
ください。

傍聴の受付は、長島町役場３階の
議会事務局にお越しください。
＊事前の予約は必要ありません。

受付

傍聴席入口前に会議資料がありま
すので、ご自由にお持ちください。

会議資料

本会議の傍聴席は40席設けてい
ます。

傍聴席

町
議
会
の

傍
聴
へ
行
こ
う
！
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一般
質問

池
田　
　

廣  

議
員

漁
業
振
興
の
推
進
は

水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
管
理
と
運
営
は

池
田
議
員　

種
苗
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
55
年
４
月
に

開
始
し
、
本
町
の
水
産
業

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
き
た
こ
と
は
周
知
の
事

実
で
あ
る
。

鯛
・
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
拡

大
と
と
も
に
、
５
４
０
０

万
円
か
ら
６
２
０
０
万
円

の
歳
入
を
得
る
ま
で
に

な
っ
た
が
、
今こ
ん

日に
ち

で
は
１

２
０
０
万
円
か
ら
１
４
０

０
万
円
の
歳
入
に
止と
ど

ま
っ

て
い
る
。

開
始
か
ら
40
年
近
く
に

な
り
、
施
設
の
改
修
・
改

良
を
重
ね
て
い
る
が
、
今

日
の
種
苗
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
に
つ
い
て
再
確

認
の
と
き
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
運
営
と
管
理

は
。

町
長　

水
産
種
苗
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
管
理
と
運

営
に
つ
い
て
は
、
長
島
町

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会

で
も
同
セ
ン
タ
ー
の
果
た

す
役
割
、
水
産
業
の
現
状

や
課
題
な
ど
協
議
す
る
。

漁
業
者
が
望
む
魚
介
類

の
種
苗
生
産
を
安
定
的
に

供
給
し
、
独
立
採
算
が
取

れ
る
経
営
を
行
い
つ
つ
、

将
来
を
見
据
え
た
魚
種
等

の
研
究
を
重
ね
る
。

生
産
過
程
で
は
専
門
的

技
術
指
導
や
中
間
育
成
の

沖
出
し
な
ど
、
分
担
業
務

に
取
り
組
み
、
県
や
漁
協

な
ど
に
協
力
体
制
を
依
頼

し
た
い
。

獅
子
島
の
若
者
定
住

の
取
組
と
課
題
は

池
田
議
員　

獅
子
島
で
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
町
・
県

の
支
援
を
い
た
だ
き
開
催

さ
れ
、
獅
子
島
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
で
７
組
、
町
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
で
４
組
、
そ

の
他
で
９
組
が
成
立
し
、

こ
こ
５
年
か
ら
６
年
で
20

組
の
良
縁
が
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
０
歳
か
ら

２
歳
児
が
16
名
、
妊
娠
中

が
５
名
か
ら
６
名
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

①
子
育
て
世
代
の
母
親
の

働
き
方
対
策
は
。

②
獅
子
島
幼
稚
園
に
保
育

園
の
機
能
を
持
た
せ
ら
れ

な
い
か
。

③
町
営
住
宅
の
増
設
の
考

え
は
。

町
長　

①
社
会
基
盤
や
生

活
環
境
の
整
備
を
進
め
、

産
業
・
経
済
の
振
興
を
図

る
。

②
現
在
、
獅
子
島
幼
稚
園

に
22
名
の
園
児
が
在
籍

し
、
獅
子
島
保
育
園
は
園

児
の
減
少
で
休
園
状
態
で

あ
る
。

幼
稚
園
に
保
育
園
の
機

能
を
持
た
せ
る
場
合
は
、

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
申

請
し
、
認
め
ら
れ
る
必
要

が
あ
る
。

今
後
、
獅
子
島
の
住
民

に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
。

③
建
設
場
所
等
の
問
題
が

あ
る
。

空
き
家
実
態
調
査
の
結

果
、
獅
子
島
地
区
の
空
き

家
は
１
０
５
棟
あ
り
、
現

状
の
ま
ま
利
用
で
き
る
物

件
が
18
棟
、
改
修
す
る
こ

と
の
で
き
る
物
件
が
44
棟

で
、
62
棟
は
手
を
入
れ
る

こ
と
で
入
居
で
き
る
状
態

に
あ
る
。

川
商
ハ
ウ
ス
と
空
き

家
・
空
き
地
等
の
利
活
用

の
協
定
を
締
結
し
た
の

で
、
移
住
定
住
の
促
進
、

Ｕ
タ
ー
ン
、Ｉ
タ
ー
ン
等
、

特
に
空
き
家
対
策
に
力
を

注
い
で
い
く
。

↑水産種苗センター
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鳥
獣
等
の
被
害
対
策

を
問
う

イ
ノ
シ
シ
の
解
体
処
理
施

設
は
で
き
な
い
か

川
上
議
員　

①
処
理
施
設

を
設
置
し
て
、
こ
れ
ま
で

５
０
０
頭
の
捕
獲
が
一
気

に
１
２
８
０
頭
と
な
っ
た

例
が
あ
る
。

捕
獲
の
増
加
、
シ
シ
肉

の
活
用
及
び
雇
用
拡
大
等

一
石
三
鳥
で
あ
る
。

農
業
振
興
の
た
め
大
き

な
課
題
で
あ
る
が
、
施
設

設
置
の
実
現
は
で
き
な
い

か
。

②
イ
ノ
シ
カ
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
例
も
あ
る
が
、
町

現
に
向
け
努
力
し
た
い
。

②
移
動
用
の
保
管
冷
蔵

庫
、
処
理
カ
ー
の
補
助
事

業
が
あ
る
。
今
後
検
討
し

た
い
。

③
捕
獲
獣
の
埋
設
方
法
に

も
問
題
が
出
て
い
る
の

で
、
何
ら
か
の
方
向
を
決

め
る
。

鳥
獣
保
護
区
の
縮
小
は
で

き
な
い
か

川
上
議
員　

本
町
の
鳥
獣

保
護
区
は
約
４
０
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
、
近
隣
市
町

と
比
較
し
て
極
端
に
広
く

設
定
さ
れ
て
い
る
。

狩
猟
期
間
中
に
町
外
の

狩
猟
者
が
広
い
場
所
で
多

く
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
で

き
る
よ
う
、
保
護
区
縮
小

の
考
え
は
。

町
長　

保
護
区
の
縮
小
に

つ
い
て
調
査
・
協
議
し
て
、

平
成
30
年
の
５
月
ま
で
に

ま
と
め
た
い
。

大
型
宿
泊
施
設
建
設

の
現
状
は

川
上
議
員　

①
新
ホ
テ
ル

の
建
設
計
画
が
遅
れ
て
い

る
理
由
と
、
建
設
の
工
程

等
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

②
新
ホ
テ
ル
の
営
業
者
は

決
定
し
て
い
る
か
。

③
工
事
着
工
に
当
た
り
、

業
者
と
の
取
決
め
や
経
営

不
振
と
な
っ
た
時
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

町
長　

①
着
工
は
金
融
機

関
と
の
調
整
で
遅
れ
て
い

る
。ホ

テ
ル
本
館
は
平
成
30

年
１
月
着
工
、10
月
完
成
、

12
月
開
業
予
定
で
あ
る
。

②
ホ
テ
ル
を
建
設
さ
れ
る

株
式
会
社
ト
ス
と
三
共
建

設
で
つ
く
る
会
社
で
営
業

す
る
。

③
真
摯
に
ホ
テ
ル
運
営
を

行
う
。
ま
た
、
契
約
が
誠

実
に
履
行
さ
れ
る
よ
う
な

契
約
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
。

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
の
営
業

延
長
は

川
上
議
員　

①
ホ
テ
ル
建

て
替
え
に
よ
る
宿
泊
の
円

滑
な
移
行
を
図
る
た
め
、

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
の
活
用

は
で
き
な
い
か
。

②
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
の
別

館
及
び
椿
の
湯
温
泉
の
運

営
は
ど
う
な
る
か
。

③
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
を
解

体
す
る
と
、
新
ホ
テ
ル
の

追
加
要
望
が
多
く
な
ら
な

い
か
。

町
長　

①
ホ
テ
ル
建
て
替

え
時
の
宿
泊
は
、
町
内
民

宿
の
活
用
を
考
え
て
い

る
。サ

ン
セ
ッ
ト
長
島
は
２

月
ま
で
営
業
。
そ
の
後
は

解
体
し
、
跡
地
は
イ
ベ
ン

ト
広
場
や
多
目
的
広
場
と

し
た
い
。

②
現
在
、
総
合
運
動
公
園

の
整
備
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
の

別
館
は
、
合
宿
等
に
活
用

す
る
考
え
で
あ
る
。

椿
の
湯
は
指
定
管
理
者

が
決
ま
る
ま
で
、
町
で
管

理
す
る
予
定
で
あ
る
。

③
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
の
解

体
は
、
新
ホ
テ
ル
設
置
者

の
希
望
で
あ
る
。

解
体
す
る
こ
と
で
、
町

に
対
す
る
追
加
要
望
は
な

い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

※
高
串
崎
公
園
を
桜
公
園

に
す
る
考
え
は
。

内
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
活

用
は
で
き
な
い
か
。

③
農
協
が
行
政
と
連
携
し

て
被
害
対
策
の
成
果
を
出

し
て
い
る
報
道
も
あ
る
。

解
体
処
理
料
を
農
協
等

と
連
携
し
て

支
援
す
る
考

え
は
な
い

か
。

町
長　

処
理

施
設
等
イ
ノ

シ
シ
対
策
を

強
化

①
基
幹
産
業

の
農
業
被
害

を
出
さ
な
い

よ
う
、
場
所

の
選
定
等
実

川
上　
　

勇  

議
員
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↑昼間でも鬱
うっ

蒼
そう

とした道路

福
永　

伸
親  

議
員

日ひ

当あ
て
線
（
平
尾
・
浜

漉
地
区
）
の
道
路
改

良
工
事
の
計
画
は

福
永
議
員　

町
で
は
平
成

29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で

５
年
間
の
長
島
町
第
２
次

総
合
振
興
計
画
の
実
施
計

画
が
策
定
さ
れ
、
今
後
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
７

項
目
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
一
部
と
し
て
、
夢

と
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ

く
り
と
題
し
、
社
会
基
盤

の
整
備
と
し
て
は
、
①
道

路
公
共
交
通
の
整
備
、
②

港
湾
整
備
、
③
災
害
対

策
、
④
高
度
情
報
化
へ
の

対
応
、
⑤
景
観
整
備
等
を

掲
げ
、
現
在
も
着
実
に
実

行
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
道
路
網
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
特
に

力
を
入
れ
て
整
備
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
改
良
工

事
、
舗
装
率
も
か
な
り
充

実
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
浜
漉

の
日
当
地
区
の
日
当
線
の

道
路
改
良
工
事
は
第
２
次

総
合
振
興
計
画
に
は
計
画

さ
れ
て
い
な
い
。

日
当
線
は
日
当
地
区
唯

一
の
幹
線
道
路
で
、
一
部

の
幅
員
は
狭
く
、
急
勾
配

か
つ
急
カ
ー
ブ
地
点
が
多

い
。見

通
し
が
厳
し
く
、
道

路
標
識
や
街
路
灯
も
少
な

い
状
況
で
、
走
行
時
は
昼

夜
問
わ
ず
接
触
事
故
や
自

損
事
故
が
多
発
す
る
大
変

危
険
な
道
路
で
あ
る
。

ま
た
、
万
一
災
害
等
が

発
生
し
た
と
き
の
避
難
道

路
と
も
な
る
路
線
で
あ
る

が
、
道
路
改
良
工
事
の
計

画
は
。

町
長　

道
路
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
他
の
公
民
館
か

ら
も
要
望
が
あ
り
、
緊
急

性
の
あ
る
路
線
か
ら
整
備

し
て
い
く
と
回
答
し
て
い

る
。日

当
線
は
第
２
次
総
合

振
興
計
画
に
計
画
さ
れ
て

い
な
い
が
、
浜
漉
自
治
公

民
館
か
ら
も
要
望
を
受
け

て
い
る
。

幅
員
も
狭
い
こ
と
か

ら
、
隣
接
地
権
者
の
用
地

承
諾
が
あ
れ
ば
部
分
的
な

改
良
も
含
め
、
現
地
に

あ
っ
た
改
良
計
画
を
立
て

る
。
そ
し
て
、
平
成
30
年

度
に
測
量
設
計
委
託
を
発

注
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

ま
た
、
日
当
線
は
今
年

度
予
定
さ
れ
て
い
る
「
畑

地
帯
総
合
整
備
事
業
（
浜

漉
仁
田
原
地
区
）」
の
流

末
の
受
け
皿
も
果
た
し
て

い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

何
と
か
対
応
を
図
り
た

い
。第

２
次
総
合
振
興
計
画

に
計
画
さ
れ
て
い
な
い

が
、
辺
地
債
・
過
疎
債
等

の
事
業
を
進
め
な
が
ら
計

↑急カーブ箇所

画
の
見
直
し
を
図
り
た

い
。
そ
の
上
で
、
早
急
に

取
り
組
み
、
測
量
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
用
地
承
諾
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
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高
速
通
信
網
光
フ
ァ

イ
バ
ー
整
備
計
画
は

林
議
員　

本
町
は
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
空
白
地
帯
で
あ

り
、
町
民
の
生
活
満
足
度

を
高
め
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

を
誘
致
す
る
た
め
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
平
成
30
年

度
か
ら
町
が
負
担
金
を
払

い
、
電
話
局
ご
と
に
整
備

す
る
計
画
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
運
営
方
式
及

び
時
期
に
つ
い
て
、ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
は
、「
第

２
次
長
島
町
総
合
振
興
計

案
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
を
平
成
30
年
度
か
ら
年

次
的
に
町
内
幅
広
い
地
域

ま
で
整
備
し
た
い
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い

て
は
、
観
光
施
設
の
フ

リ
ー
ワ
イ
フ
ァ
イ
や
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子

看
板
）
を
利
用
し
た
避
難

指
示
や
、
観
光
情
報
の
案

内
、独
居
老
人
の
見
守
り
、

遠
隔
健
康
相
談
、
学
校
で

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
幅
広

い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
。本

町
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
は
何
な
の
か
を
精
査
し

な
が
ら
導
入
を
検
討
し
た

い
。

バ
レ
イ
シ
ョ
の
革
新

的
種
苗
生
産
の
現
状

は林
議
員　

本
町
の
バ
レ
イ

シ
ョ
の
種
子
は
、
北
海
道

か
ら
全
量
供
給
さ
れ
て
い

る
が
、
種
苗
生
産
に
つ
い

て
は
、
気
象
災
害
及
び
病

害
虫
な
ど
の
発
生
で
供
給

が
不
安
定
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。

特
に
今
年
の
種
子
は
小

玉
傾
向
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
対
策
の
た

め
、
長
岡
技
術
科
学
大
学

と
提
携
し
、
革
新
的
種
苗

生
産
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
結
果
、
長
島
町

で
の
種
苗
生
産
の
成
果
が

出
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
そ
の
種
苗
生
産
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
生
産
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　

種
苗
生
産
の
進
捗

状
況
は
ニ
シ
ユ
タ
カ
を
利

用
し
、
簡
易
的
な
装
置
を

用
い
て
、
町
内
と
長
岡
技

術
科
学
大
学
内
研
究
室
で

同
時
に
研
究
し
て
い
る
。

育
苗
は
成
功
し
て
目
処

が
立
っ
て
い
る
が
、
数
的

に
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、

大
学
で
生
産
準
備
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

２
月
後
半
を
目
処
に
、

ま
と
ま
っ
た
数
の
植
え
付

け
が
で
き
な
い
か
研
究
し

て
い
る
。

既
に
で
き
上
が
っ
た
も

の
は
、
慣
ら
し
を
し
て
町

内
の
圃ほ

場じ
ょ
うで
一
部
実
証
実

験
と
し
て
植
え
付
け
を
実

施
し
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
は
、
実
験
の
経
過
を
見

な
が
ら
、
今
後
、
計
画
的

に
大
学
側
と
協
議
し
て
進

め
る
。

生
産
対
策
に
つ
い

て
は
、
大
学
で
の
育

苗
研
究
を
小
学
校
や

高
校
跡
地
等
を
活
用
で
き

な
い
か
、
関
係
各
位
と
協

議
し
て
い
る
。

栽
培
場
所
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
比
較
的
霜そ
う

害が
い

を
受
け
や
す
い
と
こ
ろ

や
、
高
地
の
生
育
が
遅
い

と
こ
ろ
な
ど
に
協
力
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
植
付
時
期
や
生
産

量
、
価
格
面
等
、
ま
だ
課

題
が
山
積
し
て
い
る
の

で
、
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
推
進
し
た
い
。

画
」
の
中
に
、
年
次
的
な

整
備
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。ま

た
、
町
民
か
ら
も
高

速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
つ

い
て
早
期
の
整
備
が
必
要

と
の
声
が
あ
る
。

整
備
の
経
費
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
、
保
守
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
考
慮
す
る

と
、「
民
設
民
営
」
で
の

事
業
執
行
が
最
善
で
あ
る

と
考
え
る
。

民
間
企
業
の
試
算
で

は
、
地
域
に
よ
っ
て
高
額

と
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
費
用
対
効
果
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
内
の
人

口
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
加
入
状
況
等
を
勘

林　
　

義
明  

議
員

↑草丈３ｍ位

↑下部

大学での種子の生育状況
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委
員
長　

林　

義
明

▼
総
務
課
所
管

問　

多
目
的
広
場
整
備
に

係
る
設
計
委
託
の
金
額
と

工
期
、
及
び
造
成
工
事
の

工
期
は
。

答　

設
計
委
託
は
１
２
０

８
万
５
千
円
で
、
新
日
本

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

委
託
。
工
期
は
、
当
初
８

月
18
日
か
ら
12
月
15
日
ま

で
だ
っ
た
が
、
開
発
許
可

申
請
等
の
手
続
き
に
よ
り

２
月
28
日
ま
で
延
期
し

た
。地

質
調
査
委
託
は
４
４

８
万
８
千
円
で
ア
ー
ス
テ

ク
ノ
に
委
託
。
工
期
は
８

月
14
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
。造

成
工
事
に
つ
い
て

は
、
30
年
度
に
繰
り
越
す

予
定
で
あ
る
。

▼
企
画
財
政
課
所
管

問　
「
な
が
し
ま
美う
ん

味ま
か

で
ー
」
を
東
京
会
場
で
開

催
す
る
が
、
開
催
時
期
と

特
産
品
は
何
を
使
う
の

か
。

答　

平
成
30
年
１
月
の
中

央
省
庁
陳
情
に
合
わ
せ
て

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

場
所
は
、
長
島
大
陸
料

理
人
と
し
て
委
嘱
し
て
い

る
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
モ
ノ
リ
ス
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
町
の
食
材
を
利

用
し
、料
理
を
提
供
す
る
。

参
加
者
は
、
本
町
出
身

の
東
京
在
住
の
方
や
、
国

会
議
員
等
を
招
き
、
地
元

の
農
協
、
漁
協
と
一
緒
に

な
っ
て
開
催
す
る
も
の
で

あ
る
。

問　

離
島
活
性
化
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
、
鰤
、
ア

オ
サ
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
果

樹
の
販
売
額
の
実
績
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
実
績

で
、
鰤
が
１
２
９
９
ｔ
で

18
億
４
０
０
０
万
円
、
ア

オ
サ
が
49
ｔ
で
４
億
４
９

０
０
万
円
、
バ
レ
イ
シ
ョ

が
14
ｔ
で
３
０
０
万
円
で

あ
る
。
果
樹
は
販
売
会
社

が
４
社
あ
り
把
握
が
難
し

い
。

▼
町
民
福
祉
課
所
管

問　

放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

が
増
え
た
の
か
、
単
価
が

上
が
っ
た
の
か
。

答　

５
事
業
の
内
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事

業
が
増
え
て
、
他
の
４
事

業
は
単
価
が
上
が
っ
た
。

▼
税
務
課
所
管

問　

賦
課
徴
収
一
般
経
費

の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
滞

納
整
理
指
導
員
の
も
の

か
。

答　

課
内
の
臨
時
職
員
の

賃
金
で
あ
り
、
単
価
改
定

に
よ
り
補
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

▼
診
療
所
所
管

問　

ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
で

購
入
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー

ベ
ッ
ド
型
マ
ッ
サ
ー
ジ

器
、
チ
ェ

ア
タ
イ
プ

牽
引
機
の

効
果
・
効

能
は
。

答　

マ
ッ

サ
ー
ジ
器

は
水
圧
刺

激
に
よ
る

治
療
器
具

で
、
ス
ト

レ
ス
解

消
、
血
液

循
環
の
向

掛
か
っ
て
お
り
、
今
後
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生

す
れ
ば
、
療
養
給
付
費
等

が
増
加
す
る
の
で
、
今

回
、
１
４
３
５
万
円
補
正

し
た
。

▼
平
成
29
年
度
長
島
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算問　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
、
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
実
績

は
。

答　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
の
実
績
は
２
億
１
７
９

６
万
円
で
、
当
初
予
算
が

３
億
２
４
０
０
万
円
、
今

後
の
給
付
見
込
み
を
計
算

す
る
と
６
０
０
万
円
不

足
。地

域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
実
績
額
は

１
億
８
２
８
７
万
円
で
、

当
初
予
算
が
２
億
６
２
８

０
万
円
で
、
残
り
４
ヶ
月

の
給
付
見
込
み
を
計
算
す

る
と
１
２
０
０
万
円
ほ
ど

不
足
す
る
た
め
補
正
し

た
。

上
、
筋
肉
疲
労
物
質
の
除

去
の
効
果
が
期
待
で
き

る
。ま

た
、
牽
引
機
は
腰
・

首
を
引
っ
張
る
器
具
で
、

腰
椎
、
頚
椎
疾
患
の
治
療

に
効
果
が
あ
る
。

▼
平
成
29
年
度
長
島
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

問　

一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
の
実
績
は
。

答　

給
付
は
入
院
、外
来
、

歯
科
、
調
剤
、
食
事
関
係

で
月
９
０
０
０
万
円
ほ
ど

２
つ
の
常
任
委
員
会
で
議
案
等
を
審
査

各
常
任
委
員
会
の
主
な
審
議
内
容
を
紹
介

↑ウォーターベッド型マッサージ器（鷹巣診療所）
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▼
景
観
推
進
課
関
係

問　

だ
ん
だ
ん
市
場
新
設

駐
車
場
で
の
駐
車
台
数

は
。

答　

普
通
車
10
台
、
大
型

バ
ス
６
台
で
あ
る
。

定
期
バ
ス
を
新
設
駐
車
場

へ
移
動
し
、
既
設
駐
車
場

を
整
備
す
る
と
普
通
車
44

台
分
と
な
る
の
で
合
計
54

台
の
普
通
車
が
駐
車
で
き

る
。

問　

新
設
駐
車
場
完
成
に

伴
い
、
国
道
に
押
し
ボ
タ

ン
式
の
信
号
機
設
置
は
で

き
な
い
か
。

答　

旧
田
尻
小
学
校
前
の

信
号
機
を
移
設
す
る
こ
と

で
、
関
係
機
関
と
前
向
き

に
協
議
し
た
い
。

▼
水
産
商
工
課
関
係

問　

椿
の
湯
温
泉
工
事
の

配
管
計
画
は
。

答　

椿
の
湯
ま
で
は
配
管

す
る
が
、
館
内
の
温
泉
に

つ
な
ぐ
計
画
は
し
て
い
な

い
。
今
後
、
施
設
の
運
営

次
第
で
変
更
の
可
能
性
は

あ
る
。
ま
た
、
ス
マ
イ
ル

プ
ラ
ン
事
業
等
活
用
し
な

が
ら
老
朽
化
対
策
も
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。

▼
耕
地
課
関
係

問　

浜
漉
仁
田
原
地
区
畑

地
整
備
事
業
の
受
益
者
負

担
金
は
。

答　

整
備
後
の
作
付
面
積

１
反
歩
当
た
り
18
万
円
で

あ
る
が
、
農
地
整
備
に
ソ

フ
ト
事
業
が
つ
い
て
お

り
、
そ
の
補
助
金
を
受
益

者
負
担
に
充
当
で
き
る
。

▼
農
林
課
関
係

問　

林
道
支
障
木
伐
採
と

林
道
舗
装
の
実
績
は
。

ま
た
、
漁
礁
を
製
作
し

た
集
落
は
。

答　

支
障
木
伐
採
は
、
長

島
中
央
線
の
１
路
線
、
林

道
舗
装
は
大
久
保
線
、
墓

の
下
線
及
び
五
郎
地
平
線

の
３
路
線
で
、
総
延
長
１

５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。漁

礁
は
茅
屋
集
落
で
製

作
さ
れ
て
い
る
。

▼
水
道
課
関
係

問　

水
源
地
取
水
設
備
工

事
は
細
菌
対
策
に
伴
う
も

の
か
。

答　

城
川
内
・
郷
式
水
源

の
取
水
設
備
が
老
朽
化
し

て
お
り
、
川
内
水
源
が
再

度
停
止
と
な
っ
た
と
き
の

対
策
と
し
て
更
新
す
る
も

の
で
あ
る
。

▼
建
設
課
関
係

問　

鷹
巣
宮
之
浦
港
線
の

全
体
事
業
費
と
工
事
施
工

場
所
は
。

答　

全
体
事
業
費
は
４
１

６
１
万
４
千
円
。
場
所
は

味
平
食
堂
と
一
休
食
堂
の

間
の
橋
梁
部
分
で
あ
る

が
、
消
防
分
遣
所
の
建
設

計
画
も
あ
る
の
で
、
路
盤

工
ま
で
完
成
さ
せ
る
計
画

で
あ
る
。

▼
教
育
総
務
課
関
係

問　

町
内
の
校
舎
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
学
校
も

あ
る
。
学
校
の
要
望
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
、
予
算

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

今
後
の
ト
イ
レ
洋
式
化

の
計
画
は
。

答　

現
在
、
新
年
度
予
算

編
成
に
向
け
、
学
校
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。
要
望
を
踏
ま
え
、
予

算
確
保
に
努
め
る
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、

今
年
度
も
含
め
、
５
年
で

改
修
を
行
い
た
い
。

▼
農
業
委
員
会
関
係

問　

最
近
の
農
地
の
貸
し

借
り
状
況
は
。

答　

町
内
の
農
地
面
積
は

１
７
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

あ
る
。
平
成
28
年
度
末

で
、
担
い
手
へ
の
貸
付
面

積
は
５
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
34
・
５
％
の
集
積
率
と

な
っ
て
い
る
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に

よ
る
集
積
は
基
盤
整
備
事

業
の
採
択
用
件
に
大
き
く

影
響
す
る
。
田
尻
・
浜
漉

集
落
等
は
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
基
盤
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

▼
陳
情

「
商
工
会
に
対
す
る
平

成
30
年
度
補
助
金
等
に
関

す
る
要
望
書
」
に
つ
い
て

特
産
品
の
開

発
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
、

参
加
等
、
町
の

活
性
化
事
業
に

積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
お

り
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
定

し
た
。

▼
委
員
会
所
見

①　

だ
ん
だ
ん

市
場
新
駐
車
場

完
成
に
合
わ

せ
、
国
道
に
ボ

タ
ン
式
信
号
機

を
設
置
す
べ
き

で
あ
る
。

②　

川
内
水
源

細
菌
対
策
の
城

川
内
・
郷
式
水
源
地
取
水

工
事
は
早
急
に
執
行
す
べ

き
で
あ
る
。

③　

商
工
会
に
対
す
る
平

成
30
年
度
補
助
金
等
に
関

す
る
要
望
書
に
係
る
補
助

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

執
行
状
況
の
透
明
化
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

委
員
長　

川
上　

勇

↑議案等書類審査する常任委員会
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決
算
特
別
委
員
会

平
成
29
年
第
３
回
長
島
町
議

会
に
お
い
て
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
、
平
成
28
年
度

長
島
町
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
の
13
会
計
に
つ
い
て
、
10
月

10
日
か
ら
16
日
ま
で
、
現
地
調

査
を
含
め
実
質
５
日
間
、
全
委

員
で
審
査
を
実
施
し
た
。

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算

が
議
決
さ
れ
た
目
的
に
従
っ
て

適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ

た
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
た

か
。
ま
た
、
今
後
の
行
政
運
営

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改
善
、

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
主

眼
と
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

体
等
の
収
入

■
町
税

町
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の

税
収
入

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金

■
分
担
金
及
び
負
担
金

町
が
行
う
特
定
事
業
に
よ
り
利

益
を
受
け
た
方
か
ら
負
担
し
て

い
た
だ
く
お
金

■
使
用
料
及
び
手
数
料

【
使
用
料
】
公
共
施
設
な
ど
を
利

用
し
た
方
か
ら
負
担
し
て
い
た

だ
く
お
金

【
手
数
料
】
特
定
の
方
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
お
金

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

体
等
の
支
出

■
民
生
費

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
務
・
事

業
に
使
う
お
金

■
公
債
費

町
債
を
返
済
す
る
た
め
に
使
う

お
金

■
土
木
費

道
路
、
公
園
整
備
な
ど
に
使
う

お
金

■
総
務
費

人
事
、
企
画
、
財
政
、
戸
籍
、

統
計
や
交
通
安
全
な
ど
に
使
う

お
金

■
農
林
水
産
業
費

農
業
、
林
業
、
水
産
業
振
興
に

使
う
お
金

■
寄
附
金

町
民
な
ど
が
無
償
で
町
に
提
供

し
て
く
れ
る
お
金

■
繰
入
金

他
の
会
計
や
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
る
お
金

■
地
方
交
付
税

町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

■
国
県
支
出
金

特
定
の
事
業
の
た
め
に
国
や
県

か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

■
町
債

大
き
な
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
町
が
借
り
入
れ
る
お
金

■
教
育
費

学
校
運
営
の
費
用
や
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
教
育
全
般
の
事

務
・
事
業
に
使
う
お
金

■
衛
生
費

保
健
衛
生
や
公
害
対
策
な
ど
安

全
で
衛
生
的
な
生
活
の
た
め
に

使
う
お
金

■
消
防
費

消
防
、
防
災
事
業
な
ど
に
使
う

お
金

■
商
工
費

商
工
振
興
、
観
光
振
興
な
ど
に

使
う
お
金

■
議
会
費

議
会
活
動
に
使
う
お
金

■
災
害
復
旧
費

暴
風
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
に

よ
っ
て
生
じ
た
被
害
を
復
旧
す

る
た
め
の
お
金

↑決算について書類審査する特別委員会

一般会計の決算状況

主な用語の解説

歳出決算額　111億6205万円歳入決算額　118億9751万円

歳出

災害復旧費
2011万円
0.2％

民生費
27億1579万円
24.3％

公債費
17億746万円
15.3％

土木費
16億4104万円
14.7％

総務費
16億3365万円
14.6％

教育費
8億2608万円
7.4％

衛生費
5億4455万円
4.9％

消防費
3億9832万円
3.6％

商工費
2億7514万円
2.5％

議会費
9918万円
0.9％

農林水産業費
13億71万円
11.7％

依
存

財 源

自主財
源

歳入

町税
8億7094万円
7.3％町債

16億2590万円
13.7％

県支出金
10億6812万円
9.0％

繰越金
10億9741万円
9.2％

分担金及び負担金
1億8272万円
1.5％
その他
6億3867万円
5.4％

自主財源その他内訳
 （単位：万円）
使用料及び手数料 5249
財産収入 6037
寄附金 19385
繰入金 20273
諸収入 12923

地方交付税
47億8354万円
40.2％

国庫支出金
13億8166万円
11.6％

その他
2億4855万円
2.1％

依存財源その他内訳
地方譲与税 6583
利子割交付金 55
配当割交付金 136
株式等譲渡所得割交付金 76

 （単位：万円）
地方消費税交付金 16811
自動車取得税交付金 805
地方特例交付金 244
交通安全対策特別交付金 145

※第１表の金額は、各項目とも円単位で計算した額を万円未満四捨五入して計上しているため、合計金額が一致しない場合がある。

第１表　一般会計歳入・歳出の状況
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平成28年度各会計

歳入･歳出決算を認定
決
算
審
査
で
の
主
な
意
見

①　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
及
び

い
け
す
洋
上
レ
ス
ト
ラ

ン
の
今
後
の
あ
り
方
を

考
え
る
べ
き
。

②　

指
定
管
理
施
設
に
つ

い
て
は
、
事
業
及
び
収

支
報
告
を
義
務
付
け
る

べ
き
。

③　

未
登
記
作
業
に
つ
い

て
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
て
対
処
し
て
欲
し
い
。

④　

類
似
機
能
集
団
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
統

合
に
向
け
て
見
直
し
を

進
め
て
欲
し
い
。

⑤　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
に
つ
い
て
は
、
環
境

条
例
や
臭
気
対
策
な
ど
、

完
全
施
行
を
お
願
い
し

た
い
。

⑥　

地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
事
業
の
国
・
県
へ

の
実
績
報
告
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
精
査
を
望

む
。

⑦　

一
般
会
計
の
不
用
額

が
多
い
の
で
、
適
正
な

予
算
措
置
を
図
る
こ
と
。↑更新された長島分遣所ポンプ車を現地視察

第２表　特別会計の収支の状況	 （単位：円）

区　　分 歳入総額 歳出総額 翌 年 度 へ
繰越べき財源 実質収支額 単年度収支

国民健康保険特別会計 2,395,093,360 2,301,676,082 0 93,417,278 △ 55,753,179
国民健康保険診療施設特別会計 441,921,815 412,175,169 0 29,746,646 9,338,428
へき地診療施設特別会計 59,990,577 53,375,205 0 6,615,372 △ 365,784
介護保険特別会計 1,297,469,164 1,261,303,594 0 36,165,570 10,908,714
簡易水道特別会計 564,491,471 517,964,278 4,888,000 41,639,193 △ 34,544
諸浦港埠頭特別会計 12,545,211 7,390,726 0 5,154,485 △ 3,036,349
農業集落排水特別会計 62,019,146 59,480,790 0 2,538,356 △ 1,071,330
漁業集落環境整備特別会計 41,276,896 40,266,113 0 1,010,783 △ 616,783
特定地域生活排水処理特別会計 46,570,566 45,191,412 0 1,379,154 282,518
水産種苗供給特別会計 23,911,386 18,847,313 0 5,064,073 △ 3,520,809
後期高齢者医療特別会計 130,804,294 130,619,686 0 184,608 △ 14,313
太陽光発電特別会計 160,772,141 85,389,307 0 75,382,834 64,663,065
レジャーランド太陽の里特別会計 103,311,905 102,556,922 0 754,983 △ 4,197,858

合　　　　　　計 5,340,177,932 5,036,236,597 4,888,000 299,053,335 16,581,776



新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。議

会
広
報
特
別
委
員
と
し
て
、
定
例

会
ご
と
に
年
４
回
発
行
、
議
員
の
活
動

等
を
伝
え
る
た
め
に
、
紙
面
づ
く
り
を

工
夫
し
、
町
民
の
皆
様
に
読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
に
、
と
の
一
点
で
、
分
か
り

や
す
く
見
や
す
さ
を
追
求
し
、
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
議
会
だ
よ
り
を
作
成
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
古
田
）

【
発
行
責
任
者
】議　

　

長　

児
島　

薩
男

【
編
集
】

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

林　
　

誠
治

副
委
員
長　

古
田　

一
博

委　
　

員　

林　
　

義
明

石
橋　
　

束

川
上　
　

勇

長島町議会だより　■発行／長島町議会　〠899-1498　鹿児島県出水郡長島町鷹巣1875-1
　　　　　　　　　■編集／議会広報特別委員会　☎0996-86-1145　FAX0996-86-0950　URL http://www.town.nagashima.lg.jp

10
　
月

５
日

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

10
日

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
県

知
事
及
び
県
議
会
議
長
へ
の
要

望
（
鹿
児
島
市
）

木
材
利
用
促
進
要
望
活
動

10
日
〜
16
日

決
算
特
別
委
員
会

11
日

長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
丘
開

園
セ
レ
モ
ニ
ー

14
日

第
17
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展

開
会
式

出
水
市
新
庁
舎
落
成
式

17
日

第
１
回
広
報
特
別
委
員
会

18
日
〜
20
日

議
員
研
修
（
兵
庫
県
神
戸
市
、

京
都
府
精
華
町
）

23
日

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進

期
成
会
県
要
望
（
鹿
児
島
市
）

第
２
回
広
報
特
別
委
員
会

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出

納
検
査
及
び
平
成
28
年
度
決
算

審
査
報
告
（
阿
久
根
市
）

24
日

鹿
児
島
県
戦
没
者
追
悼
式
（
鹿

児
島
市
）

26
日

例
月
現
金
出
納
検
査

27
日

監
査
委
員
・
補
助
職
員
合
同
研

修
会
（
湧
水
町
）

27
日
〜
30
日

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

第
３
回
定
例
会
（
出
水
市
）

31
日

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
整
備

推
進
に
係
る
要
望
（
福
岡
市
）

行
政
視
察
受
入
（
京
都
府
京
丹

後
市
）11

　
月

１
日
〜
２
日

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町

村
監
査
委
員
全
国
研
修
会
（
東

京
都
）

４
日
〜
５
日

長
島
町
総
合
文
化
祭

８
日

南
大
隅
町
と
長
島
町
商
工
会
と

の
南
北
交
流
会

８
日
〜
９
日

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設

促
進
大
会
（
東
京
都
）

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求

め
る
全
国
大
会
（
東
京
都
）

11
日

県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換

会　

北
薩
地
域
（
出
水
市
）

14
日

行
政
視
察
受
入
（
佐
賀
県
太
良

町
）

15
日

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

行
政
視
察
受
入
（
宮
城
県
気
仙

沼
市
）

16
日

県
町
村
議
会
議
長
会
第
２
回
幹

事
会
（
鹿
児
島
市
）

17
日

出
水
地
区
議
会
議
長
会
（
出
水

市
）

18
日

第
62
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大

会

19
日
〜
23
日

関
東
な
が
し
ま
会
（
東
京
都
）

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

大
会
（
東
京
都
）

離
島
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大

会
（
東
京
都
）

町
村
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
）

22
日

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出

納
検
査
（
阿
久
根
市
）

23
日

つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

24
日

例
月
現
金
出
納
検
査

29
日

行
政
視
察
受
入
（
福
岡
県
大
木

町
）

30
日

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

会

12
　
月

１
日

県
町
村
議
会
議
長
会
第
２
回
幹

事
会
及
び
第
４
回
理
事
会
（
鹿

児
島
市
）

出
水
地
区
監
査
委
員
・
補
助
職

員
交
流
会
（
出
水
市
）

２
日
〜
３
日

長
島
フ
ェ
ス
タ

４
日

議
会
運
営
委
員
会

７
日

川
商
ハ
ウ
ス
開
設
式
（
指
江
）

８
日

第
４
回
定
例
会
開
会
（
19
日
ま

で
）

16
日

平
成
29
年
度
島
原
・
天
草
・
長

島
架
橋
構
想
及
び
九
州
西
岸
軸

構
想
地
方
大
会
（
出
水
市
）

21
日

例
月
現
金
出
納
検
査

25
日

北
薩
広
域
事
務
組
合
議
会
第
４

回
定
例
会
（
出
水
市
）

26
日

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
定

例
会
（
阿
久
根
市
）

○獅子島架橋建設について
○社会資本整備総合交付金事業の拡充について
○長島港及び獅子島港の整備に必要な交付金事業の予算枠の拡充について
○農業農村整備事業の推進について

国
へ
４
項
目
の

要
望
書
を
提
出

↑概要を説明後、要望書を手渡しする議長、町長ら

長島町議会は１月18日、

議長をはじめ副議長、各常

任委員長が上京し、町と連

携して要望活動を行った。

国土交通省や農林水産省

のほか、関係各省庁を訪問

し、獅子島架橋や町道、漁

港、港湾に係る交付金等の

拡充など４項目の要望書を

手渡した。

要
望
項
目

議
会
の
う
ご
き


